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世
界
で
も
屈
指
の
水
準

　

英
国
に
は
現
在
、
1
6
3
の
大
学
が
存

在
す
る
が
、
私
立
は
わ
ず
か
1
大
学
（
バ

ッ
キ
ン
ガ
ム
大
学
）
で
、
そ
れ
以
外
の

1
6
2
大
学
は
全
て
国
立
で
あ
る
。
25
歳

以
下
の
若
者
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

率
（
2
0
1
6
年
）
を
見
る
と
、
英
国
は

女
性
63
％
、
男
性
49
％
と
、
日
本
（
女
性

76
％
、
男
性
69
％
）
よ
り
や
や
低
い
。

　

英
国
の
大
学
の
教
育
・
研
究
は
世
界
で

も
指
折
り
の
水
準
を
誇
る
。
例
え
ば
、

The Tim
es H

igher Education

が
毎

年
発
表
し
て
い
る
「The W

orld 

U
niversity Rankings

」
の
19
年
版
に

よ
れ
ば
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
1
位
は
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
2
位
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
と
、
前
年
と
同
様
、
共
に
英
国

の
大
学
が
占
め
て
い
る（
図
表
1
）。
ま
た
、

同
じ
19
年
版
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
20
位

ま
で
、
さ
ら
に
は
50
位
ま
で
、
ま
た
は

1
0
0
位
ま
で
を
見
て
も
、
英
国
が
米
国

に
次
ぐ
高
等
教
育
・
研
究
大
国
の
位
置
に

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

改
革
の
流
れ

　

も
っ
と
も
英
国
は
、
こ
う
し
た
高
等
教

育
・
研
究
の
高
い
水
準
を
、
単
な
る
伝
統

任
せ
、
当
事
者
で
あ
る
大
学
任
せ
で
勝
ち

得
て
き
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。

　

英
国
も
1
9
9
0
年
代
初
め
に
は
、
現

在
の
わ
が
国
の
ご
と
く
、
大
学
の
評
価
は

大
学
関
係
者
相
互
、
い
わ
ば
〝
身
内
〟
に

よ
る
「
ピ
ア
・
レ
ビ
ュ
ー
」
方
式
で
行
わ

れ
て
い
た
（
図
表
2
）。
た
だ
し
そ
れ
は
、

今
か
ら
30
年
近
く
前
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。

92
年
に
は
継
続
教
育
・
高
等
教
育
法
が
施

行
さ
れ
、
英
国
国
内
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
四
つ
の
行
政
区

域
ご
と
に
、「
高
等
教
育
財
政
カ
ウ
ン
シ

ル
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、政
府
（
教

育
省
）
の
方
針
の
下
で
業
務
運
営
を
行
う
、

政
府
か
ら
は
独
立
し
た
公
的
機
関
で
、
大

学
に
対
し
て
学
外
の
目
を
含
め
た
客
観
的

な
評
価
の
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。
英
国
で

は
当
時
か
ら
、
政
府
が
国
費
を
投
入
す
る

の
に
際
し
て
も
、
同
カ
ウ
ン
シ
ル
が
そ
の

客
観
的
な
評
価
結
果
に
応
じ
、
教
育
向
け
、

研
究
向
け
に
区
分
し
て
各
大
学
に
配
分
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
も
経
済
・
社
会
環
境
が
急
速
に

変
化
す
る
中
、
英
国
で
は
92
年
法
で
確
立

さ
れ
た
枠
組
み
に
甘
ん
じ
て
し
ま
う
こ
と

英
国
に
学
ぶ
高
等
教
育
改
革

大
学
任
せ
か
ら
脱
却
し
社
会
全
体
で
議
論
を

日
本
総
合
研
究
所
上
席
主
任
研
究
員

河
村
小
百
合

解 説

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
で
、
わ
が
国
で
は
経
済
界
を
中
心
に
、
大
学
改
革
を
求

め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
わ
が
国
で
こ
れ
ま
で
曲
が
り
な
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
は
ず
の
改
革
が
効
果
を
上
げ
る
に

至
ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
わ
が
国
の
大
学
運
営
や
規
律
付
け
の
枠
組
み
の
何
が
問
題
な
の
か
。
世
界
で
も
屈
指
の
高
等
教

育
・
研
究
大
国
の
一
つ
で
あ
る
英
国
が
、
わ
が
国
と
は
対
照
的
に
単
な
る
伝
統
任
せ
、
大
学
任
せ
に
は
せ
ず
、
学
生
を
尊

重
し
社
会
全
体
と
し
て
不
断
に
積
み
上
げ
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
改
革
努
力
の
経
験
を
参
考
に
考
え
た
い
。

か
わ
む
ら
・
さ
ゆ
り　
88
年
3
月
京

大
法
卒
、14
年
7
月
か
ら
現
職
。19
年

か
ら
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制
度

分
科
会
委
員
、11
年
か
ら
社
会
保
障

審
議
会
委
員
、15
年
か
ら
行
政
改
革

推
進
会
議
民
間
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
務

め
る
。
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な
く
、
高
等
教
育
政
策
運
営
の
在
り
方
は
、

政
治
的
に
も
重
要
な
課
題
と
し
て
扱
わ
れ

続
け
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
後

2
0
1
0
年
代
に
か
け
て
何
度
も
改
革
検

討
の
た
め
の
独
立
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
政
府
自
身
（
高
等
教
育
政
策
当
局
で

あ
る
教
育
省
な
ど
）
に
よ
る
改
革
の
検
討

も
行
わ
れ
た
。
そ
の
都
度
、
報
告
書
が
公

表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
提
言
内
容
が
実
行

に
移
さ
れ
、
不
断
の
改
革
の
努
力
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し

た
改
革
の
流
れ
の
中
で
は
「
情
報
の
面
で

と
も
す
れ
ば
不
利
な
立
場
と
な
り
か
ね
な

い
学
生
（
大
学
志
願
者
）
を
保
護
す
る
」

と
い
っ
た
政
策
目
標
や
、「
高
等
教
育
や

研
究
を
担
う
大
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

設
定
等
も
含
め
た
在
り
方
を
、
大
学
自
身

の
み
な
ら
ず
学
生
や
そ
の
家
族
、
卒
業
生

を
雇
用
す

る
企
業
等

も
幅
広
く

関
与
す
る

形
で
決
定

し
て
い

く
」
と
い

っ
た
方
針

が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、

わ
が
国
で

は
お
よ
そ

見
ら
れ
な

い
発
想
の

政
策
目
標

や
方
針
と

言
え
、
示

唆
に
富
む

も
の
で
あ
り
、
同
国
が

そ
の
後
、
大
学
改
革
を

社
会
全
体
と
し
て
進
め

て
い
く
上
で
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
方
針
を
受

け
て
、
実
際
に
各
大
学

の
学
部
、
学
科
ご
と
の

詳
細
な
情
報
開
示
が
、

異
な
る
大
学
間
で
相
対

比
較
す
る
形
で
容
易
に

広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
高
等
教
育
財

政
カ
ウ
ン
シ
ル
が
運
営

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
のU

nistats

が
そ
の

機
能
を
担
い
、
そ
の
内

容
は
、
教
育
の
成
果
や

卒
業
後
の
就
業
、
報
酬

の
状
況
な
ど
客
観
的
な

調
査
結
果
を
含
む
も
の

と
な
っ
た
（
図
表
3
）。

英
国
で
は
、
か
つ
て
大

学
の
教
育
コ
ス
ト
の
全

額
を
国
が
負
担
し
て
い

た
も
の
の
、
90
年
代
末

以
降
は
学
生
本
人
の
負

担
（
実
際
に
は
奨
学
金

を
得
て
卒
業
後
に
返

（注）順位の「＝」印は、同順位に複数の大学がランクインしていることを意味する。
（出所）The Times Higher Education, The World University Rankings 2019, September 27,2019を
基に日本総合研究所作成

〈図表1〉世界の大学ランキング上位20位以内の大学の顔触れ
2019年
順位

大学名 国名 教育 研究 引用 産業収入 国際的な
見通し

総合
スコア

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
＝12
＝12
14
15
16
17
18
19
20

42
65

（参考）

オックスフォード大学
ケンブリッジ大学
スタンフォード大学
マサチューセッツ工科大学
カリフォルニア工科大学
ハーバード大学
プリンストン大学
イェール大学
インペリアル・カレッジ・ロンドン
シカゴ大学
チューリッヒ連邦工科大学
ジョンズホプキンス大学
ペンシルベニア大学
ロンドン大学
カリフォルニア大学バークレー校
コロンビア大学
カリフォルニア大学ロサンゼルス校
デューク大学
コーネル大学
ミンガン大学

東京大学
京都大学

英国
英国
米国
米国
米国
米国
米国
米国

米国
米国
米国
米国
米国
米国

日本
日本

米国
スイス
米国
米国

英国

英国

91.8
92.1
93.6
91.9
94.5
90.1
89.9
91.6

78.7
85.4
82.6
84.1
79.7
80.0

84.0
75.9

90.2
83.3
81.9
87.4

85.8

79.1

99.5
98.8
96.8
92.7
97.2
98.4
93.6
93.5

92.3
83.1
87.9
78.8
85.4
85.9

87.2
77.5

90.1
91.4
90.5
89.2

87.7

90.1

99.1
97.1
99.9
99.9
99.2
99.6
99.4
97.8

99.7
98.8
97.8
98.2
97.4
96.0

61.3
55.0

99.0
93.8
98.5
98.4

97.8

95.9

67.0
52.9
64.6
87.6
88.2
48.7
57.3
51.5

49.3
44.8
49.4
100.0
36.9
45.9

67.2
95.6

41.4
56.1
95.5
70.3

67.3

42.4

96.3
94.3
79.3
89.0
62.3
79.7
80.1
68.3

69.8
79.0
62.1
61.0
71.8
58.0

35.9
31.1

70.9
98.2
71.9
63.6

97.1

95.8

96.0
94.8
94.7
94.2
94.1
93.6
92.3
91.3

87.7
87.2
86.4
85.4
85.1
84.1

74.1
67.3

90.2
89.3
89.0
89.0

90.3

87.8

（The Times Higher EducationのThe World University Rankings 2019による）

（出所）日本総合研究所作成．

〈図表2〉高等教育改革の流れの日英比較
英

日本

1986年～研究評
価開始。国からの
補助金配分の基礎
として活用

1990年～
「ピア・レビュ
ー」開始

1992年 
継続教育・
高等教育法

高等教育財政カウンシルによる客観評価
研究・教育別の国の補助金の配分

2017年
高等教育・
研究法

学生局（OfS）:客観評価に基づく規制
国の教育向け補助金の配分

英リサーチ・イノベーション機構 :客観評価
国の研究向け補助金の配分

【国立大学】

【公立大学】

【私立大学】

国の特別会計による運営

各地方公共団体による運営

私立学校法に基づく学校法人としての運営

2004年度 
国立大学法
人法による
法人化

2004年度～ 
地方独立
行政法人法
による公立
大学法人化

2004年度～機関別認証評価・国立大学法人評価（教育・研究部分）
とも「ピア・レビュー」

2004年度～機関別認証評価（「ピア・レビュー」）

地方独立行政法人評価（国の独立行政法人評価に近い客観評価）

2004年度～機関別認証評価（「ピア・レビュー」）

2016年度～ 運営費交付金
のごく一部について、重点
支援評価に基づく配分を開始
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済
）
に
よ
る
比
重
を
徐
々
に
高
め
て
き
て

い
る
（
図
表
4
）。
学
生
の
立
場
か
ら
す

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
奨
学
金
の
返
済
負
担

を
背
負
い
つ
つ
進
学
す
る
以
上
、
そ
の
返

済
に
十
分
な
だ
け
の
報
酬
が
得
ら
れ
る
職

に
卒
業
生
が
就
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

か
、
換
言
す
れ
ば
卒
業
生
が
十
分
な

em
ployability

（
雇
用
さ
れ
得
る
能
力
）

を
獲
得
で
き
て
い
る
の
か
を
、
進
学
前
の

段
階
で
客
観
的
な
情
報
を
基
に
し
っ
か
り

と
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い

る
。
こ

の
よ
う

に
英
国

で
は
、

教
育
の

客
観
的

な
成
果

を
含
む

徹
底
的

な
情
報

開
示
を

通
じ
て
、

学
生
の

立
場
を

守
り
つ

つ
、
大

学
は
社

会
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
と
い
う
姿
勢

が
今
日
に
至
る
ま
で
堅
持
さ
れ
て
い
る
。

情
報
開
示
に
よ
る
競
争
促
進

　

さ
ら
に
、
2
0
1
7
年
に
は
高
等
教

育
・
研
究
法
が
成
立
し
、
1
9
9
2
年
以

来
実
に
四
半
世
紀
ぶ
り
の
高
等
教
育
政
策

運
営
の
抜
本
改
革
が
2
0
1
8
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
図
表
2
）。
そ
の

要
点
は
①
高
等
教
育
セ
ク
タ
ー
全
体
の
質

と
多
様
性
を
改
善
す
る
た
め
に
、
新
規
参

入
に
よ
る
競
争
を

促
進
す
る
②
低
所

得
層
か
ら
の
高
等

教
育
進
学
率
を
向

上
さ
せ
、
社
会
的

な
流
動
性
を
高
め

る
③
高
等
教
育
機

関
の
規
制
主
体
を

再
編
し
、
教
育
面

の
規
制
当
局
と
し

て
学
生
局
（O

fS: 

O
ffic

e

 fo
r 

Students

）

を
、

研
究
面
の
統
括
・

補
助
金
配
分
機
関
と
し
て
英
国
リ
サ
ー
チ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
（U

KRI: U
K 

Research and Innovation

）
を
新
設

す
る
④
教
育
の
質
向
上
の
た
め
、
企
業
関

係
者
や
学
生
と
い
っ
た
学
外
の
目
に
よ
る

「
教
育
卓
越
性
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」（TEF: 

Teaching Excellence Fram
ew
ork

）

と
い
う
新
た
な
評
価
の
枠
組
み
を
導
入
す

る
─
の
4
点
で
あ
っ
た
。

　

要
す
る
に
今
回
の
改
革
は
、
高
等
教
育

機
関
の
徹
底
し
た
情
報
開
示
に
よ
っ
て

〝
学
生
の
志
願
〟
に
よ
る
選
別
を
図
り
、

競
争
を
一
段
と
促
進
し
、
質
の
低
い
大
学

等
の
淘と

う
た汰
も
い
と
わ
ず
、
特
定
の
大
学
に

お
け
る
課
程
の
閉
鎖
や
場
合
に
よ
っ
て
は

大
学
自
体
の
閉
鎖
も
あ
り
得
る
と
の
前
提

の
下
、
そ
の
撤
退
の
仕
組
み
も
整
え
て
お

く
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。O

fS

に

よ
る
規
制
の
枠
組
み
は
①
登
録
②
認
可
③

認
可
（
授
業
料
上
限
許
可
付
き
）
─
と
い

う
3
段
階
（
図
表
5
）
に
簡
素
化
し
て
大

学
側
の
受
審
負
担
を
軽
減
す
る
一
方
で
、

大
学
側
が
高
い
評
価
を
得
る
ほ
ど
、
国
か

ら
奨
学
金
へ
の
支
援
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
、

T
E
F
に
よ
っ
て
教
育
の
質
が
高
い
と
い

う
お
墨
付
き
が
得
ら
れ
れ
ば
、
国
か
ら
授

業
料
の
引
き
上
げ
を
認
め
ら
れ
、
大
学
と

し
て
の
収
入
増
に
つ
な
げ
ら
れ
る
な
ど
、

教
育
面
の
客
観
的
な
評
価
結
果
を
大
学
側

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
作
用
さ
せ
る

（出所）独立行政法人大学評価・学位授与機構、「高等教育分野における質保証システ
ムの概要　英国」　2015年2月、p45．

〈図表3〉Unistatsの「主要情報一覧」（Key Information Set）
　　     で公表される各大学の情報
NSS( 全国学生満足度調査）における次の質問にかかる結果：
・教職員による説明に対する満足度
・教職員による科目への関心を高める働きかけに対する満足度
・コース全般にかかる満足度
・学習への十分な助言と支援に対する満足度
・レポートや試験結果に関する教員から学生へのフィードバックの迅速さに対する満足度
・教員から学生へのフィードバックが、学生の理解不足の部分を解決したかに対する満足度
・図書館の充実度に対する満足度
・IT 施設へのアクセスに対する満足度
・学生ユニオンに対する満足度

学習（様々な活動を含む）に費やした時間の割合（年間 /段階毎の学習）

様々な統括的評価（summative assessment）手法（年間／段階毎の学習）

当該専攻のプロフェッショナル団体による認定（アクレディテーション）

機関が所有・財務的支援を行っている学生宿舎：年間平均費用（上質・低質の費用）、室数

民間の賃貸学生宿舎：年間平均費用（上質・低質の費用）

機関が提供する財政支援：授業料免除制度の有無、平均的な支援等、全国奨学金プログラム等

イングランド出身の申請者にかかる年間授業料

卒業 6カ月後の就職（進学）に関する情報

卒業 6カ月後の管理職（managerial/professional) の割合

給与データ（フルタイム）
・卒業 6カ月後の高額所得、平均給与、低額所得（専攻別、科目別）
・卒業 40カ月後の高額所得、平均給与、低額所得

（原資料注１）高等教育財政審議会…ビジネス革新技能省の下に
置かれている国の高等教育補助金配分機関。各大学への政府補
助金の配分を行う。
（原資料注２）科学研究助成機関で、ビジネス革新技能省の下に
置かれ、分野別に七つの機関から成る。
（原資料注３）本グラフの各金額は、全大学（163校）中唯一の私立
大学（バッキンガム大学）を含む値。
（出所）中央教育審議会「2040年に向けた高等教育のグランドデ
ザイン（答申）」、2018年11月26日、p119．

〈図表4〉英国の大学の財政状況（全163大学）

合計
3,473,867 万ポンド

その他（寮費・食事代を含む）
630,573
18％

高等教育財政審議会
516,572
15％

研究審議会等
588,602
17％

学生納付金（授業料等）
1,680,967
48％

給付金
57,153
2％

（2015年度時点の全大学の財源別構成）
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枠
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

Value for M
oney

　

旧
高
等
教
育
財
政
カ
ウ
ン
シ
ル
の
機
能

を
引
き
継
ぐ
形
で
新
た
に
設
立
さ
れ
た

O
fS

は
、
政
府
か
ら
は
独
立
し
た
公
的
機

関
で
あ
り
、
教
育
省
を
通
じ
て
議
会
に
説

明
責
任
を
負
う
。
教
育
担
当
相
が
任
命
す

るO
fS

の
議
長
や
理
事
長
以
下
の
理
事
会

メ
ン
バ
ー
は
、
各
界
出
身
の
主
に
民
間
人

か
ら
構
成
さ
れ
、
多
様
性
に
富
む
。
大
学

関
係
者
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
学

の
教
員
や
研
究
者
と
し
て
長
い
キ
ャ
リ
ア

を
有
す
る
者
は
理
事
会
メ
ン
バ
ー
の
中
に

は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
う
し
た
人
事
運
営

面
に
も
、OfS

は
大
学
関
係
者
と
い
う
〝
身

内
〟
を
極
力
排
し
、
客
観
的
な
評
価
を
行

う
規
制
当
局
と
し
て
の
位
置
付
け
が
貫
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
の
利
益
の
保
護

も
基
本
的
な
理
念
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を

反
映
し
、O

fS

に
は
学
生
パ
ネ
ル
も
設
置

さ
れ
、
そ
の
助
言
を
受
け
つ
つ
業
務
運
営

が
行
わ
れ
て
い
る
。
半
面
、
英
国
に
お
い

て
も
大
学
の
組
織
と
し
て
の
自
律
性
（
わ

が
国
で
の
〝
学
問
の
自
由
〟
や
〝
大
学
の

自
治
〟
に
相
当
）
は
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
改
革
に
お
い
て
も
、
92
年
法
の
条

項
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
、O

fS

は
各
大

学
の
日
々
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
課
程
の
内

容
や
構
成
、
学
術
的
な
判
断
、
入
学
審
査

と
ス
タ
ッ
フ
人
事
に
は
引
き
続
き
関
与
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。
英
国
大
学
協
会
も

こ
う
し
た
点
を
重
要
な
配
慮
で
あ
る
と
し

て
評
価
し
、
今
回
の
改
革
を
前
向
き
に
受

け
入
れ
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

O
fS

が
高
等
教
育
機
関
の
規
制
当
局
と

し
て
の
機
能
を
果
た
す
上
で
は
、〝Value 

for M
oney

〟（
以
下VfM

）
と
い
う
概

念
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
行
政

が
国
民
の
支
払
い
に
対
し
て
最
も
価
値
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
い
う
民
間
資
金
活
用
に
よ
る
社
会
資

本
整
備
（
P
F
I
）
な
ど
で
よ
く
見
ら
れ

る
考
え
方
で
あ
り
、
英
国
で
は
そ
れ
が
高

等
教
育
に
関
し
て
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。

O
fS

は
①
授
業
料
の
上
限
の
設
定
②
質
の

保
証
③
T
E
F
を
通
じ
て
の
卓
越
し
た
教

育
の
促
進
④U

nistats

な
ど
の
大
学
情
報

開
示
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
正
し
い
情
報
の

提
供
⑤
各
大
学
に
お
け
る
適
切
な
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
保
証
⑥
学
生
の
利
益
の
保
護
⑦
各

大
学
の
財
務
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
⑧
（
学
生

数
減
少
な
ど
に
よ
る
特
定
の
課
程
閉
鎖
な

ど
の
）
緊
急
事
態
の
対
応
計
画
（
残
る
学

生
が
ど
こ
で
勉
学
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

す
る
か
）
─
の
確
保
を
通
じ
て
、
学
生
に

と
っ
て
のVfM

の
達
成
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
は
30
年
遅
れ

　

こ
れ
に
対
し
て
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

大
学
の
評
価
は
い
ま
だ
に
認
証
評
価
と
い

う
、
大
学
関
係
者
相
互
に
よ
る
ピ
ア
・
レ

ビ
ュ
ー
し
か
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
内

容
は
い
ず
れ
も
①
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
入

学
選
考
）・
ポ
リ
シ
ー
②
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー
③
デ
ィ
プ
ロ
マ
（
学
位
授
与
）・

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
プ
ロ
セ
ス
や
財
務
状

況
の
チ
ェ
ッ
ク
─
な
ど
が
主
で
、
教
育
効

果
や
成
果
ベ
ー
ス
の
も
の
と
な
っ
て
い
な

い
。
ま
た
、
評
価
は
大
学
単
位
で
、
個
々

の
学
部
、
学
科
ご
と
の
状
況
は
見
え
ず
、

異
な
る
大
学
同
士
を
比
較
す
る
相
対
評
価

も
で
き
ず
、
評
価
の
基
準
も
外
部
に
対
し

て
明
確
と
は
言
い
難
い
。
国
立
大
学
法
人

の
教
育
・
研
究
面
の
評
価
も
同
様
で
、
学

外
の
目
を
含
む
、
教
育
・
研
究
に
わ
た
る

客
観
的
な
評
価
体
制
は
い
ま
だ
に
確
立
さ

れ
て
い
な
い
。

　
「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
な
ど
に
よ
る

大
学
の
情
報
開
示
の
取
り
組
み
も
あ
る
も

の
の
、
そ
の
内
容
は
①
教
育
研
究
上
の
目

的
な
ど
②
学
部
・
研
究
科
の
特
色
な
ど
③

入
試
④
教
育
課
程
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
⑤

進
路
⑥
学
費
・
奨
学
金
な
ど
⑦
教
員
⑧
学

生
⑨
キ
ャ
ン
パ
ス
─
に
と
ど
ま
る
。
つ
ま

り
各
大
学
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
掲
載
内
容

の
域
を
出
て
お
ら
ず
、
利
用
者
の
立
場
か

ら
見
る
と
異
な
る
大
学
の
相
対
評
価
は
容

易
で
は
な
い
。
英
国
のU

nistats

で
掲
載

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
教
育
の
効
果
な
ど
の

客
観
的
な
調
査
は
、
わ
が
国
で
は
そ
も
そ

も
ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、

学
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
と

は
な
っ
て
お
ら
ず
、
社
会
全
体
と
し
て
の

認
知
や
活
用
は
お
よ
そ
進
ん
で
は
い
な
い
。

こ
れ
は
何
よ
り
も
、
わ
が
国
で
は
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
こ
れ
ま
で
、
も
っ
ぱ
ら
大

学
関
係
者
の
み
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

あ
く
ま
で
大
学
関
係
者
や
教
育
関
係
者
の

目
線
で
構
築
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
起

因
す
る
。
教
師
と
し
て
生
徒
や
学
生
に
は

（出所）Department for Business Innovation & Skills, Success as a 
Knowledge Economy: Teaching Excellence, Social Mobility and 
Student Choice (“White Paper”), May 16 2016、p24 Table1を基
に日本総合研究所作成.

〈図表5〉OfS（学生局）による新リスクベース・
           アプローチにおける規制の枠組み

英国の
高等教育機関と
認められる

学生向け
支援適格となる

補助金交付の
適格となる

認可（授業料
上限許可付き）登録 認可

◯ ◯ ◯

◯◯

◯
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相
対
的
な
成
績
評
価
を
付
け
る
一
方
で
、

自
分
た
ち
の
教
育
の
成
果
に
関
す
る
相
対

的
な
評
価
を
避
け
よ
う
と
す
る
の
は
、
大

学
に
限
ら
ず
わ
が
国
の
教
育
関
係
者
に
共

通
す
る
特
徴
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
立
大
学
と
私
立
大
学
に
対
し
て
は
、

運
営
費
交
付
金
や
私
学
助
成
の
形
で
、
相

当
な
額
の
国
費
が
投
入
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
各
大
学
の
成
果
や
業
績
に

応
じ
た
配
分
が
で
き
て
い
る
の
は
ご
く
一

部
分
で
、
国
立
大
学
で
す
ら
、
今
年
度
も

運
営
費
交
付
金
1
兆
円
超
の
う
ち
の

7
0
0
億
円
程
度
に
と
ど
ま
る
。
国
立
大

学
法
人
向
け
の
運
営
費
交
付
金
は
、
現
在

も
な
お
「
教
育
」
と
「
研
究
」
に
分
け
た

配
分
す
ら
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
大
宗
を

占
め
る
基
幹
経
費
の
部
分
は
、
法
人
化
が

実
施
さ
れ
た
2
0
0
4
年
度
時
点
の
各
大

学
の
学
生
数
や
教
員
数
に
基
づ
き
、
す
で

に
15
年
以
上
に
わ
た
り
、
大
学
単
位
で
ざ

っ
く
り
と
、
い
わ
ば
〝
ド
ン
ブ
リ
勘
定
〟

で
配
分
さ
れ
続
け
て
い
る
（
図
表
6
）。

そ
の
理
由
は
、
国
立
大
学
の
場
合
、
実
は

現
行
の
国
立
大
学
法
人
法
の
下
、
教
育
と

研
究
で
勘
定
を
区
分
し
た
財
務
運
営
が
い

ま
だ
に
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。
各

大
学
ど
こ
ろ
か
文
部
科
学
省
も
財
務
省
も
、

国
費
が
教
育
と
研
究
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
ほ

ど
振
り
向
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
実
績
す

ら
き
ち
ん
と
把
握
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ

が
、
現
状
の
国
立
大
学
法
人
の
財
務
運
営

の
実
態
な
の
だ
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
国

立
大
学
に
3
年
先
行
し
て
法
人
化
さ
れ
た

独
立
行
政
法
人
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
勘

定
別
の
区
分
経
理
が
徹
底
さ
れ
、
運
営
費

交
付
金
の
使
途
も
明
確
に
示
さ
れ
、
結
果

的
に
各
独
法
の
業
績
の
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
と
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

今
後
、
教
育
と
研
究
の
成
果
に
応
じ
た
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
た
国
費
の
配
分
を
さ
ら
に

拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
、
こ
う

し
た
制
度
面
の
抜
本
的
な
改
革
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

社
会
全
体
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
改
革
を

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（
O
E
C
D
）
が

18
年
に
公
表
し
た
調
査
結
果
か
ら
わ
が
国

の
大
卒
者
の
就
業
状
況
を
見
る
と
、
学
歴

相
当
の
職
に
就
い
て
い
る
割
合
は
58
％
で

O
E
C
D
加
盟
国
中
最
低
で
、
逆
に
大
卒

者
が
高
卒
相
当
の
職
に
就
い
て
い
る
割
合

は
29
％
で
同
じ
く
最
高
と
い
う
芳
し
く
な

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
少
子

化
に
よ
り
先
行
き
学
生
数
の
減
少
が
確
実

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
1
9
9
0
年

代
以
降
大
学
や
学
部
の
大
幅
な
新
設
が
認

可
さ
れ
続
け
て
き
た
こ
と
や
、
長
年
に
わ

た
り
教
育
の
効
果
を
計
測
す
る
努
力
も
十

分
に
は
な
さ
れ
ず
、
各
大
学
が
客
観
的
な

評
価
を
受
け
る
体
制
が
整
え
ら
れ
る
こ
と

も
な
く
、「
日
本
の
大
学
生
は
諸
外
国
対

比
あ
ま
り
勉
強
し
な
い
」
と
よ
く
指
摘
さ

れ
な
が
ら
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
裏
返

し
で
も
あ
る
。
何
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
の

大
学
改
革
が
も
っ
ぱ
ら
大
学
関
係
者
の
み

の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
し
ま
い
、
社
会

全
体
と
し
て
も
大
学
任
せ
に
し
て
き
た
結

果
で
は
な
い
の
か
。

2018 年度

（出所）文部科学省「国立大学法人運営費交付金」（行政事業レビュー　秋のレビュー＜年次公開検証＞
提出資料）、2018年11月15日を基に日本総合研究所が一部編集．

〈図表6〉国立大学法人運営費交付金等の配分方法のイメージ

2019 年度

国立大学法人機能
強化促進費（補助金）

国立大学法人機能
強化促進費（補助金）

機能強化促進分
（三つの重点支援の枠組み）

高等教育共通
対策課題対応 高等教育共通

政策課題対応

機能強化促進係数影響額

基幹経費
基幹経費

学長裁量経費 学長裁量経費

特殊要因経費 特殊要因経費

機能強化促進分
（新規分）

機能強化促進分
（継続分）

財源を活用し再配分
（約400億円）

継続分
（約 300億円）

新規対象額
（約 100億円）

基幹経費から「機能強化
促進係数」により一定の財
源を確保した上で、各大学
の機能強化の方向性に応じ
た取り組みに再配分

「機能強化促進係数」
大学ごとに
0.8～1.6％で設定

三つの重点支援の枠組み
による機能強化

国立大学法人運営費交付金等
1兆 1286億円

（対前年度 316億円増）

（2019年度概算要求時点）
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わ
が
国
と
し
て
、
高
等
教
育
を
立
て
直

す
べ
く
、
各
大
学
が
客
観
的
な
評
価
を
受

け
る
体
制
を
整
え
、
と
り
わ
け
英
国
の
よ

う
な
全
国
規
模
の
調
査
の
実
施
な
ど
に
よ

っ
て
教
育
の
成
果
を
把
握
す
る
客
観
的
な

指
標
の
確
立
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
こ
と
は

論
を
ま
た
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
国
立

大
学
法
人
法
を
は
じ
め
、
大
学
制
度
の
改

革
に
ま
ず
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
英
国

の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
教
育
の

成
果
や
効
果
な
ど
の
情
報
を
含
む
大
学
の

き
め
細
か
な
情
報
開
示
を
徹
底
す
る
こ
と

を
通
じ
て
、
国
公
立
大
学
の
み
な
ら
ず
、

私
立
大
学
も
含
め
て
規
律
付
け
を
徹
底
し
、

高
等
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。

　

わ
が
国
で
は
「
大
学
」
は
社
会
に
お
い

て
別
格
の
存
在
で
あ
り
、
学
外
か
ら
は
意

見
し
に
く
い
と
い
う
風
潮
が
な
お
根
強
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
界
や
企
業
の
み
な

ら
ず
、
学
生
と
そ
の
家
族
、
広
く
社
会
全

体
が
今
後
の
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
に
関
心

を
持
ち
、
改
革
に
向
け
て
の
議
論
に
関
わ

り
、
情
報
開
示
の
徹
底
を
通
じ
て
大
学
に

対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
、
わ
が
国
の
大
学
の
本
来
あ
る
べ
き

高
等
教
育
・
研
究
機
能
の
強
化
、
ひ
い
て

は
わ
が
国
全
体
の
成
長
基
盤
の
強
化
に
つ

な
が
ろ
う
。


